
一 　
　 
は
じ
め
に

　・
　

一
昨
年
の
農
協
法
改
正
で
営
農
指
導
事
業
が
農

協
の
行
え
る
事
業
の
第
一
番
目
に
位
置
付
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
営
農
指
導
事
業
に
対
す
る
農
協
関

係
者
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
農
協
の
農

業
融
資
事
業
へ
の
波
及
効
果
と
い
う
視
点
か
ら
、
北

海
道
の
二
つ
の
農
協
を
事
例
と
し
て
報
告
し
た
い
。

二 　
　
二
農
協
の
経
営
と
営
農
指
導
事
業
の
概
要

　・
�
Ａ
農
協
の
概
要

　

Ａ
農
協
は
石
狩
平
野
の
米
作
地
帯
に
あ
る
。
管

内
の
水
田
の
作
付
け
面
積
は
約
八
、
四
〇
〇　

で
、

ha

水
田
農
家
の
平
均
経
営
規
模
は
六　

程
度
。
五
〇

ha

　

規
模
の
農
家
も
数
戸
あ
る
。
そ
の
他
の
作
物
と

haし
て
は
、
水
田
の
転
作
作
物
と
し
て
麦
・
大
豆
が

合
計
四
、〇
〇
〇　

程
度
あ
る
ほ
か
、
タ
マ
ネ
ギ

ha

が
一
、四
〇
〇　

程
度
と
な
っ
て
い
る
。

ha

　

Ａ
農
協
の
経
営
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。職
員
数
は
三
二
六
人
、正
組
合
員
数
が
二
、

六
四
二
、准
組
合
員
数
が
八
、七
三
五
。
貯
金
残
高

は
約
六
〇
〇
億
円
。
貸
出
金
残
高
は
農
協
の
プ
ロ

パ
ー
資
金
が
二
八
〇
億
円
（
う
ち
農
林
公
庫
の
転

貸
貸
出
が
五
三
億
円
）で
、ほ
か
に
農
林
公
庫
の
受

託
貸
出
が
一
二
〇
億
円
あ
る
。
プ
ロ
パ
ー
資
金
の

貸
出
の
約
八
割
は
農
業
貸
出
が
占
め
る
と
い
う
。
平

成
一
三
年
度
の
剰
余
金
は
一
億
六
百
万
円
だ
が
、

部
門
別
損
益
を
見
る
と
、農
業
振
興
業
務（
指
導
事

業
）は
二
億
四
千
三
百
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
農
協
の
営
農
指
導
員
は
、穀
物
部
、青
果
部

そ
し
て
農
業
振
興
部
に
分
か
れ
て
配
置
さ
れ
て
お

り
、合
計
二
〇
名
ほ
ど
で
あ
る
。
う
ち
、北
海
道
農

協
中
央
会
が
認
定
す
る
営
農
指
導
員
の
資
格
を
持

つ
指
導
員
は
三
、四
名
で
あ
る
。
米
穀
部
や
青
果
部

に
配
属
さ
れ
た
営
農
指
導
員
は
、各
作
物
の
生
産

か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し
て
携
わ
っ
て
い
る
。
一
方
、

農
業
振
興
部（
六
人
）は
、振
興
課
と
組
合
員
課
に

分
か
れ
、振
興
課
の
営
農
指
導
員
は
補
助
事
業
、農

地
流
動
化
、青
年
部
・
女
性
部
の
運
営
な
ど
に
携
わ

り
、組
合
員
課
で
は
農
業
経
営
不
振
農
家
（
約
二

七
〇
戸
）
の
経
営
指
導
や
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

�
Ｂ
農
協
の
概
要

　

Ｂ
農
協
は
上
川
盆
地
の
稲
作
地
帯
に
あ
る
。
管

内
の
農
業
状
況
は
う
る
ち
米
が
一
、
八
〇
〇　

、
ha

も
ち
米
六
〇
〇　

、
麦
一
、
四
〇
〇　

、
大
豆･  
小

ha

ha

豆
五
〇
〇　

な
ど
の
ほ
か
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ

ha

マ
ネ
ギ
な
ど
の
野
菜
も
多
い
。
ま
た
、
酪
農
を
中

心
と
し
た
畜
産
も
あ
る
程
度
盛
ん
で
あ
る
。

　

Ｂ
農
協
の
経
営
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
職
員
数
は
一
七
四
人
、
正
組
合
員
数
九
三
〇

（
う
ち
農
家
は
八
〇
四
戸
。
ち
な
み
に
平
成
元
年

の
合
併
時
に
は
約
一
、
一
〇
〇
戸
の
農
家
が
あ
っ

た
。）、
准
組
合
員
数
四
、
〇
〇
七
。
貯
金
残
高
は

二
三
〇
億
円
で
、
貸
出
金
残
高
は
七
〇
億
円
（
う

ち
農
林
公
庫
の
転
貸
貸
出
が
一
七
億
円
）
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
、
農
林
公
庫
の
受
託
貸
出

が
四
一
億
円
あ
る
。
平
成
一
三
年
度
の
剰
余
金
は

六
八
百
万
円
で
、
部
門
別
損
益
を
見
る
と
、
営
農

事
業
は
一
億
七
千
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｂ
農
協
の
営
農
指
導
員
は
合
計
一
八
人
で
、
営

農
部
に
八
名
、
販
売
部
の
米
麦
農
産
課
に
四
名
、

同
部
畜
産
課
に
六
名
が
そ
れ
ぞ
れ
配
属
さ
れ
て
い

る
。
販
売
部
の
営
農
指
導
員
は
、
技
術
指
導
か
ら

販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
営

農
部
で
は
八
人
の
う
ち
行
政
担
当
一
・
五
人
、
補

助
事
業
一
・
〇
人
、
資
金
関
係
（
農
業
融
資
）
二

・
〇
人
、
組
合
員
指
導
二
・
五
人
、
組
織
関
係
一

・
〇
人
の
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
組

合
員
指
導
と
は
、
各
組
合
員
が
毎
年
作
る
営
農
計

画
書
づ
く
り
の
手
伝
い
や
、
経
営
不
振
農
家
の
経

営
・
技
術
指
導
の
こ
と
で
あ
る
。
経
営
不
振
農
家

は
、
全
農
家
の
一
割
程
度
を
占
め
る
と
い
う
。

三 　
　 営
農
指
導
員
の
農
業
融
資
へ
の
関
わ
り
の
現
状

　・
　

Ａ
農
協
お
よ
び
Ｂ
農
協
の
営
農
指
導
員
の
人
数

と
配
属
状
況
は
か
な
り
似
通
っ
て
い
る
が
、
農
業

融
資
へ
の
関
わ
り
に
は
、
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ

る
。
ま
ず
Ａ
農
協
で
は
、
営
農
指
導
員
は
農
業
貸

出
に
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
金

融
部
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
農
業
融
資
の

中
心
を
占
め
る
米
穀
、
タ
マ
ネ
ギ
に
関
し
て
は
、

貸
出
審
査
の
時
に
営
農
指
導
員
が
関
わ
る
こ
と
が

な
い
。
そ
の
理
由
は
、
同
農
協
が
扱
う
米
、
麦
、

タ
マ
ネ
ギ
は
単
位
面
積
当
た
り
の
収
量
や
費
用
な

ど
が
明
確
で
、
農
家
の
作
付
面
積
程
度
の
情
報
が

あ
れ
ば
農
家
の
返
済
能
力
等
は
貸
出
担
当
者
に
容
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易
に
計
算
が
で
き
る
た
め
だ
と
い
う
。

　

た
だ
、
畜
産
や
花
卉
な
ど
特
殊
な
農
産
物
に
関

し
て
は
、
農
業
融
資
に
あ
た
っ
て
営
農
指
導
員
の

情
報
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

経
営
不
振
農
家
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
部
の
組

合
員
課
に
所
属
す
る
営
農
指
導
員
が
技
術
指
導
や

経
営
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
融
資
業
務
に
も
関

わ
っ
て
い
る
。

　

一
方
Ｂ
農
協
で
は
、
農
業
融
資
担
当
者
が
一
般

の
金
融
を
扱
う
金
融
共
済
部
で
は
な
く
営
農
部
に

所
属
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
組
合
員

の
営
農
計
画
書
づ
く
り
も
こ
の
営
農
部
で
行
わ
れ
、

そ
の
中
で
現
わ
れ
て
く
る
資
金
ニ
ー
ズ
に
農
業
貸

出
担
当
者
が
対
応
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。

ま
た
、
畜
産
資
金
の
貸
出
に
つ
い
て
は
、
畜
産
課

が
窓
口
に
な
っ
て
い
て
、
畜
産
課
の
営
農
指
導
員

が
営
農
部
の
農
業
融
資
担
当
者
と
協
力
し
て
畜
産

農
家
へ
融
資
を
行
う
と
い
う
。

　

両
農
協
に
共
通
し
、
か
つ
北
海
道
の
農
協
に
特

徴
的
な
の
は
ク
ミ
カ
ン
（
組
合
員
勘
定
）
制
度
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
農
家
が
農
協
（
営
農
指
導
員
）

の
協
力
の
下
に
毎
年
作
成
す
る
営
農
計
画
書
に
し

た
が
っ
て
各
農
家
に
対
す
る
年
間
の
与
信
限
度
額

（
農
産
物
販
売
予
定
額
の
八
〜
九
割
）
を
設
定
し
、

そ
の
限
度
額
ま
で
は
農
業
生
産
資
材
購
入
費
や
生

活
資
金
な
ど
を
当
座
貸
越
で
貸
し
、
収
穫
時
期
に

農
産
物
販
売
代
金
で
そ
れ
を
清
算
す
る
と
い
う
仕

組
み
で
あ
る
。
各
農
家
の
営
農
計
画
と
ク
ミ
カ
ン

制
度
に
よ
り
、
北
海
道
の
農
協
は
農
家
の
経
営
内

容
を
容
易
に
把
握
で
き
、
経
営
不
振
農
家
に
対
し

て
は
き
め
の
細
か
い
指
導
が
で
き
る
。
一
方
、
農

家
に
は
借
金
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
希
薄
で
、

経
営
改
善
へ
の
主
体
的
な
努
力
が
お
ろ
そ
か
に
な

り
が
ち
だ
と
い
う
面
も
あ
る
。

四 　
　 
農
業
融
資
等
に
営
農
指
導
員
の
知
識
を
活

　・用
す
る
に
は

　

そ
れ
で
は
、
農
家
・
組
合
員
と
の
接
点
を
多
く

も
つ
営
農
指
導
員
の
情
報
を
農
業
融
資
な
ど
他
事

業
に
も
っ
と
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

Ａ
農
協
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、
営
農
指
導

が
で
き
、
農
家
の
経
営
内
容
を
把
握
し
て
い
て
農

業
融
資
な
ど
の
知
識
も
あ
る
よ
う
な
万
能
型
の
人

材
の
育
成
は
「
理
想
的
」
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、

そ
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
と
い
う
。
実
際
、
Ａ

農
協
で
は
平
成
五
年
の
合
併
時
に
、
よ
ろ
ず
相
談

窓
口
的
な
「
ふ
れ
あ
い
課
」
を
作
り
、
優
秀
な
職

員
を
一
〇
名
ほ
ど
配
置
し
た
。
し
か
し
、
結
果
は

か
な
ら
ず
し
も
芳
し
く
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
す
べ
て
の
分
野
に
つ
い
て
知
識
を

持
つ
よ
う
な
職
員
の
育
成
に
は
長
い
時
間
が
か
か
り
、

よ
う
や
く
そ
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
も
異
動
に
よ
っ
て

後
継
者
の
育
成
を
ま
た
一
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。結
局
Ａ
農
協
の
場
合
、
農
業
融
資
は
金
融

課
ま
か
せ
で
、
営
農
指
導
員
は
ほ
と
ん
ど
ノ
ー
タ
ッ

チ
と
い
う
縦
割
り
的
な
分
業
体
制
に
も
ど
っ
て
い
る
。

　

そ
の
点
Ｂ
農
協
は
営
農
部
内
に
農
業
融
資
担
当

者
を
配
置
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
形
態
を

と
っ
て
い
る
た
め
、
営
農
指
導
員
の
持
つ
情
報
が

農
業
融
資
担
当
者
に
伝
わ
り
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
業
務

形
態
を
取
る
こ
と
に
よ
り
実
際
に
ど
の
程
度
情
報

の
共
有
化
が
生
ま
れ
ど
の
よ
う
な
相
乗
効
果
を
生

ん
で
い
る
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
も

し
そ
の
効
果
が
大
き
い
な
ら
他
の
農
協
に
と
っ
て

も
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
多
い
で
あ
ろ
う
。

五 　
　 
お
わ
り
に

　・
　

農
協
が
今
後
も
農
家
や
地
域
社
会
に
と
っ
て
必

要
と
さ
れ
る
組
織
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
単
な
る
金
融
機
関
あ
る
い
は
農
産
物
や
農

業
資
材
の
流
通
業
者
以
上
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担

う
と
期
待
さ
れ
る
の
が
営
農
指
導
事
業
で
あ
る
。

た
だ
、
営
農
指
導
事
業
の
重
要
性
は
各
農
協
が
強

く
認
識
し
て
は
い
る
も
の
の
、
多
く
は
採
算
的
に

赤
字
で
あ
り
、
営
農
指
導
員
の
削
減
が
進
ん
で
い

る
の
が
実
態
で
あ
る
。
ま
た
、
営
農
指
導
員
の
仕
事

の
多
く
は
、
補
助
事
業
や
転
作
調
整
な
ど
行
政
対

応
に
割
か
れ
て
お
り
、
農
家
に
対
す
る
高
度
で
き
め

･

こ
ま
や
か
な
技
術 
経
営
指
導
と
い
う
本
来
の
役
割

さ
え
十
分
に
果
た
せ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
下
で
、
農
産
物
価
格
は
今
後
も

低
下
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今
回
の
二

農
協
の
訪
問
に
お
い
て
も
、
昨
今
の
価
格
低
下
に

よ
っ
て
北
海
道
と
い
う
農
業
適
地
で
さ
え
農
家
の

経
営
状
態
が
急
速
に
悪
化
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
農
協
経
営
も
一
層
の
効
率
化
が
避
け
ら

れ
な
い
が
、限
ら
れ
た
人
的
資
源
を
有
効
に
活
用
し

農
協
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に
も
、営

農
指
導
員
の
能
力
・
役
割
を
高
め
、か
つ
営
農
指
導

員
が
持
つ
情
報
等
を
他
部
門
で
も
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
須
田
敏
彦
）
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